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日 時  平成 23年１２月１１日(日)１３：３０～１６：３０  受付 13:00 

会 場  名古屋都市センター特別会議室（中区金山町 1-1-1金山南ビル内） 

定 員  ８０名  申し込み不要 当日先着順 

主 催  生ごみ出さないプロジェクトチーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 / 生ごみ出さないプロジェクト事務局（名古屋市環境局資源化推進室内） 

        TEL 052-972-2390 

＊この事業は平成２３年度公益信託愛・地球博開催地域社会貢献活動基金を受けています＊ 

なごや環境大学 提携 

第１部 基調講演 

『もったいないごみを考える』 
講師 高月 紘（たかつき ひろし）氏 

（石川県立大学付属生物資源工学研究所・環境生物工学研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２部 ディスカッション『発生抑制 決め手は何か？』 

  

京都市において､20年間に渡り｢ごみの組成調査｣を行わ 

れた高月紘氏をお迎えし、家庭からどんな食品が生ごみ 

として捨てられていたか、また時代と共にどう変化して 

いたかの実態についてお話を伺います。 

そして、どうしたらその生ごみを減らせるのか？ 

そのために私たちは何をしなければならないのか？ 

助言をお聞かせいただきます。 

 プロフィール：高月 紘 氏 

略歴：1941 年京都府生まれ。1965 年京都大学工学部卒業、1977 年京都大学工学博士、1985 年京都大学環境保全センター

教授。現職：石川県立大学教授、京エコロジーセンター館長。専門：廃棄物管理、環境教育 

主な著書：「ごみ問題とライフスタイル」「ゴミック廃貴物」。主な仕事：廃棄物処理に関する研究、環境教育・環境学習の実

践。その他：環境マンガの制作、日本漫画家協会会員、ペンネームはハイムーン。 

「生ごみ出さないプロジェクト」の活動から、家庭で食べきれずに捨てられる食品 

の筆頭は「野菜」でした。おいしく食べきるためには何が必要なのか？高月紘氏と 

プロジェクトメンバーの市民・事業者・行政・専門家が議論し、解決策を探ります。 

 


